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≪配置上の問題点≫ 
各駅圏に配置され、配置上の問題点はありませんが、施設によって個人貸出利用者数の

ばらつきがあります。また、小倉台図書館など一部の施設で老朽化が進んでいます。 

 

≪今後の配置の考え方≫ 
・図書館は全ての駅圏に配置され、６館が連携する体制で運営し、当面の間、この体制で

の運営を行っていきますが、印西牧の原駅圏の急激な人口増加に対し、適切に図書館サー

ビスを提供できるよう、施設の統廃合、集約化、複合化を含めた新規施設の整備の検討も

必要です。 

・小林図書館、小倉台図書館及び印旛図書館については保全改修の実施を予定しています。 

 

 

 

  

 

 

社会教育系施設の配置の現況 

① ② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 


